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植 1，2年目ともに新梢生育が客土単独よりも増大した．  
改植や新植が進まない原因の一つに，苗木を定植してから結実するまで 7～8年と長期間
を要することも大きいため，本研究では生育促進技術を開発した．まず，マルチ処理は新
梢の発生本数や総伸長量を 2 倍程度に増大させ，主枝や主幹径など樹全体の生育が増大す
る効果があった．マルチ処理で生育促進される要因は，地温上昇とそれに伴う硝酸態窒素
の溶出増大により，細根や新梢が増大し，同化産物や養水分の吸収が多くなった結果，樹
の生育が向上したと推察された．また，シアナミド剤の散布は，葉芽の発芽率が向上し，
新梢生育も増大させる効果が認められた．なお，シアナミド剤は散布時期が重要なため，
アメダスデータから散布適期を算出できるシステムを開発した．さらに，既存の早期成園
化技術である大苗に点滴かん水やマルチ処理を行った結果，新梢生育や樹冠が無処理区に
比べ増大した． 
開発した生育促進技術を生産者の圃場で実証した．その結果，マルチ処理を行った樹の
生育は無処理区に比べ増大し，それに伴い着果数や収量も増加した．さらに，シアナミド
剤の散布による生育促進効果を検証したところ，発芽率の向上や新梢生育の増大が実証さ
れた. 
以上の結果から，本研究では，ニホンナシの改植時に発生するいや地現象に関する知見
を明らかにするとともに，その軽減対策や定植後の生育促進技術を確立し，早期成園化を
促進するために体系化した． 
 
